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仙台市の竜の口層（最後期中新世〜前期鮮新世）から産出した
鯨類化石：産出層準・産状および産出の意義
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A small fossil whale from the Tatsunokuchi Formation 
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Abstract.  A fossil cetothere specimen, consisting a skull, cervical vertebrae, thoracic vertebrae and ribs, 
was detected from the Tatsunokuchi Formation (uppermost Miocene to Lower Pliocene) in the upper 
reaches of the Tatsunokuchi Gorge, Sendai City, Miyagi Prefecture, Northeast Japan. The fossil horizon is 
situated about 22 m above the base of the Tatsunokuchi Formation, and is assigned to the Early Pliocene 
(Thalassiosira oestrupii Subzone: NPD 7Bb). Its tympanic bulla is similar to that of the type specimen of 
Herpetocetus sendaicus (Hatai, Hayasaka et Masuda, 1963). The present specimen is a well-preserved 
and full-grown cetothere, and one of the valuable specimens providing much meaningful information for 
taxonomic, faunistic, and ontogenetic study of cetotheres.













統分類学的議論がなされているが（Geisler and Luo, 1996; 
Kimura and Ozawa, 2002; Bouetel and de Muizon, 2006; 
Steeman, 2007 など），鮮新世の鯨類はこの議論を進める上
でも重要である．
1999 年 11 月に宮城県仙台市の竜の口峡谷上流より，頭部，
椎骨および肋骨を含むまとまった鯨類化石が，東北大学理
学部地圏環境科学科の御前明洋氏（現北九州市立自然史・








物化石群を産出することでよく知られている（鎮西 , 1963; 





谷川ほか , 1985），ナガスクジラ科鯨類 IPMM 40063（大石
ほか , 1985），岩手県一関市厳美町から産出したケトテリウ
ム科鯨類 IPMM 43549（大石 , 1987）などは全身骨格がほ
ぼ残る重要な標本である．また，仙台市の竜の口層からは，
Hatai et al. , (1963) において新属新種 Mizuhoptera sendaicus 
Hatai, Hayasaka et  Masuda, 1963 として記載された鼓室胞化





（Barnes, 1977; Fordyce, 1988）．
一 方， 前 沢 産 標 本 NSM-PV19540 と 一 関 産 IPMM 43549
は，Van Beneden（1872, 1882）によりベルギーから報告
された Herpetocetus scaldiensis Van Beneden, 1872 に類似
する下顎骨と ”Mizuhoptera sendaicus” に非常によく似た鼓
室胞を持つことから，Mizuhoptera 属が Herpetocetus 属の
シノニムになると考えられてきた（長谷川ほか，1985; 大




かえている（大石・長谷川 , 1997, Deméré et al ., 2005）．
このように，頭蓋や下顎骨，鼓室胞などを含む同一個体，
同一種のまとまった骨格標本群の産出はこれまで必ずしも
多くはなかったが，Oishi (2010 MS) は岩手県から産出した
複数のまとまった骨格標本群を用いて比較形態学的および
分類学的検討を行い，Mizuhoptera 属は Herpetocetus 属の
シノニムであるとし，Mizuhoptera sendaicus として報告
さ れ た 鼓 室 胞 IGPS 78423 を Herpetocetus sendaicus の レ
クトタイプに指定した．これにより長年問題となっていた




からの Herpetocetus bramblei の 2 新種が報告された．こ
れ ま で Herpetocetus 属 に は ヨ ー ロ ッ パ か ら 報 告 さ れ て







は重要である．さらに，Bouetel and de Muizon（2006）は









































































ある層厚約 2 m の粗粒砂岩 Ts が整合で覆い，その上位には，
層厚 4 ～ 5 m のサンドパイプを含むシルト質砂岩，層厚約




その上位を層厚約 2 m の粗粒砂岩 Ts が整合で覆い，さらに，
層厚 4 ～ 5 m のサンドパイプを含むシルト質砂岩，層厚 1
～ 3 m のよく成層したシルト質凝灰岩，層厚 4 ～ 5 m の下
部に発泡の良い軽石を多く含む凝灰質粗粒砂岩 Tp が順に重
なる．その上位には層厚約 14 m のシルト質砂岩が見られ，













図 1． 鯨類化石産地位置図（国土地理院発行・1 万分の
１地形図「青葉山」を使用）．







































シルト岩が約 10 m の厚さで重なり，これを上位の向山層が
不整合で削り込んでいる．
今回の調査において竜の口峡谷と広瀬川河畔における竜














る 再 検 討 の 結 果 が 報 告 さ れ て い る． こ れ を Yanagisawa 
and Akiba（1998） の 珪 藻 化 石 層 序 に 対 比 す る と， 仙 台
地域の竜の口層では珪藻化石層序の重要な指標種である 
Neodenticula kamtschatica (Zabelina) Akiba and Yanagisawa
が 全 層 準 か ら 連 続 的 に 産 出 し， か つ そ の 子 孫 種 で あ る
Neodenticula koizumii  Akiba and Yanagisawa が産出しない 
ことから，竜の口層は Akiba（1986）の Neodenticula kamtschatica 
Zone（NPD 7B）に相当する．また Thalassiosira temperei  (Brun) 







点を踏まえると，竜の口層は Yanagisawa and Akiba（1998）
の Thalassiosira oestrupii  Subzone（NPD 7Bb）の最下部付
近に相当すると考えられる．柳沢（1990）の結果を本調査
に当てはめると，T. temperei の確実な終産出層準は竜の口

















保存良好といえる．産出部位を表 1 に，産状図を図 5 に示
した．この産状図は，野外における産状とは上下を逆転さ
せた状態で示されている．
吻部は先端から約 20 cm の位置で折れ，約 90°の角度を



















向きで，頭骨中央部の上に保存されていた ( 図 4)．しかし，
下顎骨の保存状態は悪く，関節部は欠損している．
環椎は頭骨に関節し，7 個の頸椎から第 6 胸椎までが連続
的に並んで産出した．第 7 胸椎は第 5 胸椎とやや離れて産














率から，それぞれ第 1 肋骨，第 10 肋骨に相当すると判断され，




































































鯨目 Order Cetacea Brisson, 1762
ヒゲクジラ亜目 Suborder Mysticeti Flower, 1864
ケトテリウム科 Family Cetotheriidae Brandt, 1872
Herpetocetus Van Beneden, 1872
Herpetocetus sp.
標本 . － IGPS 110426, 鼓室胞を含む頭骨，下顎骨，椎骨，
肋骨．
産地 . － 宮城県仙台市太白区竜の口峡谷上流，万助沢と
の合流点から南西方約 300 m の地点の右岸の河床付近．
層準と年代 . － 竜の口層の基底より 22 m 上位の砂質シル
ト岩から産出し，その層準の年代は前期鮮新世である．




浅い凹をなす．頭骨の長さは 1250 mm，幅は 540 mm である．
本標本の右の鼓室胞は，前端から後端までが保存されて
いるが，外唇は腹側面から外側面まで欠損している．外形
は先細りのおおむね卵型で，main ridge が en échelon 構
造 を 示 し，involucral ridge が 見 ら れ る．Dorsal posterior 
prominence は は っ き り と 膨 ら み，involucral elevation が
存在し，tympanic cavity が深い．長さは，右鼓室胞で 73 
mm，左鼓室胞は 75 mm である．
本標本の椎骨は第 11 胸椎までが連続的に産出した．骨端
はすべて癒合している．肋骨は 11 対までの存在が確認でき
ることから，椎骨式は，頸椎 Ce (7) ＋胸椎 Th (11 ＋ ) と判
断される．この椎骨式は，Ce (7) ＋ Th (14) + Lu (8+) と報告
された前沢産の標本 NSM-PV 19540（長谷川ほか , 1985）と
整合的である．なお，その後の検討で，NSM-PV 19540 の胸



















鯨類 NSM-PV 19540（長谷川ほか , 1985），ナガスクジラ科
鯨類 IPMM 40063（大石ほか , 1985），一関産ケトテリウム
L R L R
Skull 1 Vertebrae Thoracic VIII 17
Dentary ? 2 ? IX 18
Atlas 3 X 19
Axis 4 XI 20
III 5 I 21 22
IV 6 II 23 24
V 7 III 25 26
VI 8 IV 27 28
VII 9 V 29 30
I 10 VI 31 32
II 11 VII 33 34
III 12 VIII 35 36
IV 13 IX 37 38
V 14 X - 39







表 1． 本標本（IGPS 110426）の骨格構成．１～ 40 の数字は図５の骨格番号を示す．
仙台市竜の口峡谷産鯨類化石
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科鯨類 IPMM 43549（大石 , 1987; 大石 , 1997）の産状図を















ケ ト テ リ ウ ム 科 Family Cetotheriidae Brandt, 1872 は，
前頭骨が緩やかに傾斜することなどで定義されてきたが
（Miller, 1923; Kellogg, 1928），これはナガスクジラ科など
の現存する科の鯨類がもたない原始的形質である．ケトテ
リウム科には Kellogg (1928) のリストによれば 20 の属が含
まれ，これを 2 ～ 3 のグループに分けることが試みられた
こともあったが（Cabrera, 1926; Kellogg, 1928, 1934），ケ
トテリウム科のあるものは将来別の科グループ分類群に移
される可能性が示唆され（Barnes and McLeod, 1984），ケ
トテリウム科には系統の異なるいくつかのグループが存在
するために側系統群であることが指摘されるようになっ
た（Fordyce and Barnes, 1994）． そ し て Fordyce and de 
Muizon (2001) は，ケトテリウム科は Cetotherium rathkii 
Brandt, 1843 に近縁ないくつかの種に限定され，いわゆる
ケトテリウム類の他の種は再分類されるだろうと述べた．




Sanders, 2003; Dooley et al ., 2004; Deméré et al ., 2005）．そ
して，Bouetel and de Muizon (2006) や Steeman (2007) は
共有派生形質に基づいて単系統のケトテリウム科を再定義
した．さらに，Whitmore and Barnes (2008) は，北米東岸
の Herpetocetus transatlanticus と北米西岸の Herpetocetus 
bramblei を新種として記載する中で，狭い意味でのケト
テ リ ウ ム 科 を ケ ト テ リ ウ ム 亜 科 Subfamily Cetotheriinae 
Brandt, 1872 sensu Whitmore and Barnes, 2008 と ハ ー ペ
ト ケ タ ス 亜 科 Subfamily Herpetocetinae Whitmore and 
Barnes, 2008 に分けたが，科を構成する属は，Bouetel and 





本 標 本 の 鼓 室 胞 は， 仙 台 市 の 竜 の 口 層 か ら Hatai et 
al .（1963）によって新属新種として報告され，後に Oishi 
(2010 MS) により Herpetocetus sendaicus のレクトタイプ
として指定された鼓室胞標本 IGPS 78423 に，次のような
特徴から極めてよく類似している：1）外形は先細りのお
おむね卵型である，2）main ridge が en échelon 構造を示
す，3）involucrum ridge が 見 ら れ る，4）dorsal posterior 
prominence が は っ き り と 膨 ら ん で い る，5）involucrum 
elevation が存在する，6）tympanic cavity が深い．本標本
の鼓室胞と IGPS 78423 は大きさもほぼ同程度で，両者に形
態的に著しく異なる点を見出すことはできない．したがっ
て，Oishi and Hasegawa（1995）の記載も参考にして判断
すると，本標本は Herpetocetus sendaicus と同種である可
能性が高い．
Hatai et al .（1963） に よ っ て 報 告 さ れ た Mizuhoptera 
sendaicus は鼓室胞のみの記載からなり，分類上重要な頭
蓋の情報が不明であることは大きな問題であった．NSM-PV 
19540 や IPMM 43549 は鼓室胞を伴うほぼ全身骨格からな
り，これらが Herpetocetus 属の派生形質と考えられる特徴
を示す下顎骨と Mizuhoptera sendaicus に非常に良く類似す
る鼓室胞をもつことから，Mizuhoptera 属が Herpetocetus
属のシノニムである可能性が指摘されてきた（長谷川ほか , 
1985; 大 石 , 1987; Oishi and Hasegawa, 1995 な ど ）． し か
し Mizuhoptera sendaicus は，オーストラリアから鼓室胞
のみで記載された Cetotolites  McCoy, 1879 の種を Fordyce 
(1988) が疑問名にしたように，比較の対象から除外すべき
なのか，あるいはそうでない場合に NSM-PV 19540 や IPMM 
43549 は IGPS 78423 と比較してどのような形質をもって同
種とすべきなのか，あるいは別種なのかについて，解決し
ておく必要があった．この問題については，Mizuhoptera 
sendaicus を無資格名として，NSM-PV 19540 を新種にす
べきだと言明するような試行錯誤もあったが（大石・長谷
川 , 1997），模式種の Herpetocetus scaldiensis や新たに記
載された Herpetocetus transatlanticus との直接の比較，な
らびに NSM-PV 19540 や IPMM 43549，佐々木（1989）の
標本などの詳細な検討により，IGPS 78423 が種の標徴をも
つことが見出されるようになり，分類上の問題はほぼ解決
したと考えられる（Oishi, 2006, 2008, 2010MS; 大石 , 2007, 
2008）．





Whitmore and Barnes（2008） に よ り 新 種 と し て 報 告





















検討を行うか，2) Van Beneden のすべての分類群を疑問名
とみなすかが考えられると Deméré et al.  (2005) は述べてい





するのかという問題については，Deméré et al . (2005) は
“nomenclatural nightmare” と嘆いている．
筆 者 の ひ と り の 大 石 は，1996 年 2 月 に Institut Royal 
des Sciences Naturelles de Belgique を 訪 れ た 際 に，
Herpetocetus scaldiensis  と し て 記 載 さ れ た 鼓 室 胞 が
Burtinopsis の そ れ で あ る こ と を 見 出 し，Pierre Bultynck 
古 生 物 学 部 長 の ご 教 示 で Abel (1938) が Herpetocetus 
scaldiensis のレクトタイプを指定していることを知った（大
石・ 長 谷 川 , 1997）.　Deméré et al . (2005) は Abel (1938) 
のレクトタイプ指定には言及していない．少なくとも，




は Abel (1938) が示したタイプに基づいて記載しているが，
「この研究の目的のひとつが Herpetocetus scaldiensis のレ
クトタイプを指定することだ」という矛盾した表現が残さ




4) 本標本の頭蓋の幅は 540 mm で，NSM-PV19540 の 400 
mm（長谷川ほか，1985）の 1.35 倍の大きさである．ま
た，産出した椎骨の骨端はすべて癒合しており，成体と考














きている（大石 , 1997; 一島 , 2005）．本標本や Oishi (2006, 
2008), 大石（2008）で検討が進められている竜の口層産
Herpetocetus については，標本個体数が多くなることで，






と い わ れ る こ と か ら（Fordyce and Barnes, 1994; Fordyce 
and de Muizon, 2001），広く北半球各地で産出している比較
的小型の化石属である Herpetocetus 属に分類される種も，
地域性が強かった可能性がある．現在までに Herpetocetus
属 は 日 本 付 近 の 北 西 太 平 洋 の 他 に， 北 東 大 西 洋（Van 
Beneden，1872, 1882; Lydekker, 1887），北東太平洋（Barnes, 
1977; Deméré，1994；Whitmore and Barnes，2008），北西
大西洋（Whitmore and Barnes，2008）から報告されてお
り，日本の種はこれらの海域の種と形態的に異なることが




Oishi and Hasegawa (1995) は， 大 石 ほ か（1996, 1998）
により竜の口層とされた油島層を含む竜の口層全体から知
られる鯨類の 48％が Herpetocetus であると述べている．
本標本の発見により，Herpetocetus がさらに 1 個体追加さ
れることになる．Herpetocetus は内湾に定住した可能性が




利加層から，Whitmore and Barnes (2008) のハーペトケタ












Oishi (2010 MS) に よ り Herpetocetus sendaicus の レ ク ト
タイプとして指定された，仙台市の竜の口層産標本（IGPS 
78423）とよく類似した形態学的特徴を呈する． 




































善和群馬県立自然史博物館館長と R. E. Fordyce 氏（University 
of Otago）に多くのことをご教示いただいた．また，Pierre 
Bultynck 氏（Institut Royal des Sciences Naturelles de 
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